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高田松原津波復興祈念公園基本計画(案)の概要

（第１回 高田松原津波復興祈念公園有識者委員会 資料）

資料２

平成２７年８月５日
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１．これまでの検討経緯

・岩手県知事から国へ「陸前高田市高田松原地区」への国営メモリアル公園の
整備を含む「東日本大震災津波に関する要望書」を提出

・陸前高田市が復興計画を策定
・復興計画で防災メモリアル公園ゾーンの形成を

位置づけ

平成23年3月11日 東日本大震災の発生

平
成
23
年
度

平成23年12月
平成24年1月

平成23年12月

・「震災復興祈念公園整備の役割」を整理
(『東日本大震災に係る鎮魂及び復興の象徴となる都市公園のあり方検討業務

報告書 平成24年3月 国土交通省 都市局 公園緑地・景観課』をとりまとめ)平成24年3月

・東日本大震災復興祈念公園検討会議
（事務局：国土交通省 都市局 公園緑地・景観課）

【行政による検討会議（計３回開催）】

平成24年1～3月

・震災復興祈念公園基本構想検討会
（事務局：国土交通省 都市局 公園緑地・景観課）
【有識者委員会による技術的検討（計３回開催）】

・「岩手県東日本大震災津波復興計画 復興実施計画 第１期 (H23.8岩手県)」
に「メモリアル公園等整備事業」を位置付け平成23年8月

「震災復興祈念公園のあり方」が示される

・犠牲者への｢追悼・鎮魂｣、｢震災の記録・
教訓の伝承｣は、全ての復興への礎

・復興を目指す地域の姿を想起させるとと
ともに、地域コミュニティの修復・構築に
繋がる空間となることが求められる

・観光・教育資源ともなり、地域振興面でも
大きな役割が期待
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平
成
24
年
度

１．これまでの検討経緯

・｢岩手県における復興祈念公園
基本構想検討調査有識者委員会｣

（事務局：国土交通省 東北地方整備局、岩手県、陸前高田市）

【計5回の会議、市民シンポジウム】

・｢国営防災メモリアル公園を陸前高田
市に誘致する会｣発足

・高田松原地区に国営防災公園整備を求めるための要請書及び署名を関係省庁に提出
【主な提出先：復興庁、財務省、国土交通省】

公園の｢基本理念｣と４つの｢役割・機能
・効果｣などが示される

【役割・機能・効果】

①犠牲となった全ての生命への追悼と
鎮魂

②津波防災地域づくり
③三陸の歴史的風土と自然環境の再生
④地域の再生

・｢高田松原地区震災復興祈念公園構想会議｣
（事務局：岩手県、陸前高田市）

【計４回の会議、地元代表との意見交換会、市民フォーラム】

平成24年6月

平成24年7月～
平成25年2月

平成24年5月

平
成
25
年
度

公園の｢基本理念｣と８つの｢基本方針｣、
13の｢利活用・空間イメージ｣が
『基本構想』として示される

【基本方針】

①失われたすべての生命(いのち)の追悼・鎮魂
②東日本大震災の被災の実情と教訓の伝承
③復興への強い意志と力の発信
④三陸地域に育まれた津波防災文化の継承
⑤公園利用者や市街地の安全の確保
⑥歴史的風土と自然環境の再生
⑦市街地の再生と連携したまちの賑わいの創出
⑧多様な主体の参加・協働と交流

・「奇跡の一本松」の枯死が確認される

平成25年7月 ・「奇跡の一本松」の保存事業が完成

平
成
26
年
度

平成25年9月～
平成26年6月



１．これまでの検討経緯

平
成
26
年
度

平成26年7月～
平成27年３月

・｢重点道の駅｣（全国３５箇所）に道の駅｢高田松原｣が選定平成27年１月

・「東日本大震災からの復
興の象徴となる国営追
悼・祈念施設（仮称）の
設置について｣ 閣議決定

平成26年10月

・｢岩手県における復興祈念公園基本計画検討調査有識者委員会｣
（事務局：国土交通省 東北地方整備局、岩手県、陸前高田市）

設置の｢場所｣、｢目的｣、｢内容」などが示される

【目的】 ①東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂
②震災の記憶と教訓の後世への伝承
③国内外に向けた復興に対する強い意志の発信

・｢陸前高田復興まちづくり情報館｣、観光物産施設｢一本松茶屋｣ オープン平成26年８月

・国連防災世界会議のパブリック・フォーラムとして、東北地方整備局主催の
｢東日本大震災における復興祈念公園を考えるシンポジウム｣開催（３月１４日）

平成27年３月

平
成
27
年
度

・「高田松原津波復興祈念公園基本計画（案）市民説明会」開催
（７９名参加、於：陸前高田市役所、４月１９日）

・「基本計画（案）に対する意見募集」（パブリックコメント）
（４月１７日～５月１８日、意見件数：２２件、分類別意見総数：１１０件）

・東北地方整備局に「東北国営公園事務所」設置、国営追悼・祈念施設（仮称）事業化

平成27年４月

・「基本計画」（パブリックコメント回答含む）公表

*３回の委員会
*４回の空間デザインＷＧ
*６回の協働デザインＷＧ

を開催

3

(期日調整中)
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２．基本計画(案)に対するパブリックコメントの概要

【募集期間】 平成２７年４月１７日～５月１８日 （１ヶ月間）

【意見件数】 提出数：２２通（うち、市内１６通）、意見分類後の意見総数：１１０通

○公園の整備に対する反対意見は１通のみで、その

他は意見や質問。

○特に次のような観点からの意見が多く寄せられた。

・公園による交流人口の拡大や地域活性化

・「国営追悼・祈念施設(仮称)」や祈りの場、築山等の位置、

配置の考え方（安全確保、景観調和 等）

・公園利用者の避難（市の関連計画との整合、万全の避

難計画の必要性 等）

・震災遺構の利活用、教訓の伝承、「震災津波伝承施設」

の機能等のあり方

・高田松原の再生に関する期待、具体的な植栽方法、松

原内の施設整備に関する要望

・植栽に関する具体的な提案（樹種等）

・市民協働による公園の管理運営、基本設計等への市民

意見の反映方法

意見数

(1) 公園の必要性等について 4

(2) 基本理念・基本方針等について 7

(3)
空間構成計画について
（公園区域全体）

3

(4)
空間構成計画について
（国営追悼・祈念施設(仮称)）

14

(5)
空間構成計画について
（公園利用者の安全確保）

8

(6)
空間構成計画について
（教訓の伝承）

7

(7)
空間構成計画について
（名勝高田松原の復旧・再生）

21

(8)
空間構成計画について
（植栽及び自然再生）

14

(9)
空間構成計画について
（その他）

4

(10) 管理・運営について 3

(11)
策定体制・パブリックコメント
・その他について

5

(12)
「基本計画」の具体的な修正の
提案・指摘について

13

(13)
＜参考＞公園事業以外の
関連事業について

7

110意　見　総　数

意見分類



○基本構想において「基本理念」、「基本方針」 及び「公園イメージ」を以下の

ように設定

（１） 「基本理念・基本方針」と「公園イメージ」

奇跡の一本松が残ったこの場所で
犠牲者への追悼と鎮魂の思いとともに
震災の教訓とそこからの復興の姿を

高田松原の再生と重ね合わせ未来に伝えていく

基本理念

８つの基本方針

(1) 失われたすべての生命（いのち）の追悼・鎮魂

(2) 東日本大震災の被災の実情と教訓の伝承

(3) 復興への強い意志と力の発信

(4) 三陸地域に育まれた津波防災文化の継承

(5) 公園利用者や市街地の安全の確保

(6) 歴史的風土と自然環境の再生

(7) 市街地の再生と連携したまちの賑わいの創出

(8) 多様な主体の参加・協働と交流

公園イメージ

利
活
用
イ
メ
ー
ジ

空
間
イ
メ
ー
ジ

かつての郷土
の風景の継承

震災への想い
と追悼・鎮魂

未来への展望

人とまちの
安全の確保

３．基本計画(案)の概要
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（２） 利活用・空間イメージ

３．基本計画(案)の概要

6



３．基本計画(案)の概要

(3) 空間構成計画

① 公園区域全体の空間構成

7



資料：国土地理院「10万分1浸水範囲概況図９」を基に作成

３．基本計画(案)の概要

■国営追悼・祈念施設（仮称）の広域的位置

② 国営追悼・祈念施設（仮称）における空間構成

8



資料：国土地理院「ＬＰデータ」を基に作成

３．基本計画(案)の概要

■国営追悼・祈念施設（仮称）の広域的位置

② 国営追悼・祈念施設（仮称）における空間構成

9



資料：浸水区域／「東日本大震災による被災現況調査（岩手５）」（H24.3 国土交通省)，樹林地（地域森林計画対象民有林）／岩手県森
林資源管理システム 森林資源データ（岩手県）を基に作成，高台開発エリア／「土地利用構想図／陸前高田市復興整備計画（第7回変
更H25.7.30公表）」（陸前高田市）を基に作成，埋蔵文化財包蔵地／「岩手県遺跡・埋蔵文化財情報検索システム」のデータを基に作成

３．基本計画(案)の概要

■国営追悼・祈念施設（仮称）：空間構成の基本構造

② 国営追悼・祈念施設（仮称）における空間構成

10



＊ゲートを抜け静謐な広場空間に入
り込み、広場越しに海方向にビスタ
が通り、川原川に架かる人道橋を
経て、海への展望が開かれる「祈り
の場」にいざなう空間を形成

③祈りの場へいざなう空間

＊震災遺構としてのタピック45との軸線を意
識しつつ、奇跡の一本松を象徴として震災
や津波の記憶を伝承

⑤震災の実情や教訓を伝承するための空間

＊広場の両側に、震災遺構（タピック45）と奇跡の一本松への軸線
が確保された逍遥のための自然的空間を整備

④犠牲者に想いを寄せ、風景を眺めながら逍遥できる空間

保存・活用を図る３つの震災遺構を繋ぎ、
広田湾を包む円弧

本図は、空間構成の基本構造を踏まえた検討案で
あり、施設の位置や規模等は確定したものではない。

駐車場

地域振興施設（物販等）

ﾀﾋﾟｯｸ45

奇跡の一本松

ユースホステル

しおさい橋

松原大橋

古川橋

ﾀﾋﾟｯｸ45と
奇跡の一本松を結ぶ軸

国営追悼・祈念施設（仮称）

祈りの場

震災津波伝承施設・休憩所

海に向かう軸 再生する松原
津波の襲来した広田湾方向

津波が遡上した
気仙川上流方向

氷上山等の郷土の山並みや復興する市街地への眺望

駐車場

④

②

①

③

②①

⑥

⑥

⑤
⑤ ⑥

＊震災津波伝承施設では、国内外からの来訪者に対し、
震災の記憶と教訓の伝承のほか、被災地の再生に向け
た復興への強い意志と力を発信

⑥復興への意志と力を国内外に発信する空間

＊タピック45を伝承のための震災遺構の拠点とし、隣接して
震災や津波の記憶と教訓を伝承するための施設を設置

⑤震災の実情や教訓を伝承するための空間

④

⑤ ＊奇跡の一本松を復興への意志を発信する象徴とする
＊祈りの場から眼下に広がる高田松原の再生の姿も、
復興への意志を発信する重要な要素

⑥復興への意志と力を国内外に発信する空間

＊道の駅の賑わいのある日常
空間と、静謐な追悼・鎮魂の
祈りの空間を仕切るため、震
災遺構（気仙中学校、タピッ
ク45、下宿定住促進住宅）を
繋ぎ広田湾を包む「円弧」上
に、帯状の築山を設置

＊天端部分には、氷上山等の
郷土の山並みや復興する高
田や今泉の市街地の姿を眺
望できる場を設置

①周辺への眺望が確保された
高さの築山

＊道の駅の賑わいのある日常空間から仕切られ、
周囲の自然環境に包まれた静謐な空間を形
成、関連する各種式典の開催場所

*海方向のビスタの端部に海への展望が開かれ
る「祈りの場」の空間を形成

②静謐な広場空間・祈りの場

３．基本計画(案)の概要

■国営追悼・祈念施設（仮称）：空間配置計画

② 国営追悼・祈念施設（仮称）における空間構成

11



３．基本計画(案)の概要

■高田地区かさ上げ市街地、今泉地区高台市街地に避難可能な範囲および避難経路

③ 公園利用者の安全確保
具体の経路等については、市の関連計画等との整
合を図りつつ、今後詳細に検討

12



３．基本計画(案)の概要

■教訓の伝承のあり方：当公園を核とする周辺施設と連携した教訓伝承のイメージ

④ 教訓の伝承
具体の経路等については、市の関連計画等との整
合を図りつつ、今後詳細に検討

13



３．基本計画(案)の概要

■震災遺構の保存・活用：公園内の建物、市街地、復興遺構の位置

④ 教訓の伝承

14



３．基本計画(案)の概要

■名勝高田松原の復旧・再生方策

⑤ 名勝高田松原の復旧・再生

公園区域

松原再生範囲

名勝指定範囲

【防潮堤背面：盛土植栽による修景（公園事業）】
防潮堤背面に盛土を行い、新規にマツ等を植栽

【公園区域内：逍遥空間の創出（公園事業）】
公園区域内で、逍遥空間としてふさわしい空間の形成に配慮

【松原の再生（保安林事業）】
延長約1,350ｍ、最大幅員約90ｍで植栽

【防潮堤：松原との景観調和（海岸保全事業）】

視覚的なインパクトを極力低減し、周辺景観に
調和させるための配慮 【養浜（砂浜再生事業）】

【名勝区域周辺全体】

各事業ごとの復旧・再生方策の実施により、
名勝としての本質的価値である風致景観を再生
（視点場からの経過観察により、維持管理等に反映）

15



３．基本計画(案)の概要

■古川沼の自然再生
○「チリ地震前後の1950年代から1960年代頃の

古川沼」への再生を目指す。

⑥ 植栽および自然再生

■防潮堤背面盛土への植栽
○下記のような条件を考慮し、景観形成や防災機能等を複合的に発揮できるような植栽を行う。

・国営追悼・祈念施設（仮称）に直面し景観的に見られやすい位置にある
・海から至近距離にあり、潮風等の影響を受ける位置にある
・名勝再生の観点から、高田松原と一体となった植栽が重要である

■その他
○公園内の各区域に求められる機能や、持続的な管理にも考慮しつつ、

公園内の様々な空間の特性に応じた植栽を実施

震災直前（2010年）の古川沼
※渡辺雅史氏撮影

16



３．基本計画(案)の概要

■当公園と隣接する中心市街地と連携して、地域の活性化を目指した一体的なまちづくりを行うた
め、特に下記の点に留意して検討を進める。

⑦ 中心市街地との連携

＜シンボルロード＞
平時は公園と中心市街地を結ぶ車両動線としてのシンボル性、災害時は公園や道の駅から

の徒歩避難者、国道45号通行車両などの迅速かつ円滑な避難に供することができるよう
整備。

＜川原川とシンボルロード間の空間＞
市街地と当公園を有機的に結ぶ緑地空間として整備。
当該空間に被災後も残った市道敷の活用も念頭に置いて、歩行者動線を整備。

＜景観形成＞
公園と市街地の境界部やかさ上げ法面や、法面の上端部等に効果的に植栽を行うことによ

り人工的な印象の緩和を促進。

＜ソフト面での連携＞

公園内の「奇跡の一本松」や「道の駅」、「震災津波伝承施設」、「国営追悼・祈念施設（仮
称）」等の多くの来訪客が期待される施設などと中心市街地が連携した、双方への来訪客
の立ち寄りを促すようなプログラム、イベント等の実施を検討。

17



３．基本計画(案)の概要

(4) 管理・運営方針
① 協働による管理運営の基本的考え方と取り組みの方向性
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３．基本計画(案)の概要

(4) 管理・運営方針
② 公園整備のスケジュールと協働体制の構築のイメージ

19

年度
まちづくり・復旧事業等の

スケジュール（予定）
公園整備のスケジュール

（予定）

協働体制の構築

公園計画・設計・整備の段階 管理運営

Ｈ２５
基本構想
・理念、テーマ、基本的方針等

Ｈ２６

基本計画
・空間構成、動線
・導入施設の内容・規模設定
・景観・環境保全・管理運営等

Ｈ２７

Ｈ２８

Ｈ２９

Ｈ３０

Ｈ３１

Ｈ３２

Ｈ３３
～

協働デザインワーキング

ワークショ ップ

等の開催

空間、活動、

管理運営 等

建設時の
イベント開催

・イベントへの
市民参画

公園に対する
愛着の醸成

空間デザイン検討への参考意見

①利活用アイデアの洗出し
②管理運営の中心的担い手の抽出

始動期

試行期

確立期

・関係者の出会い
・興味の醸成
・参加へのきっかけづくり

・仮の協働体制の組織化
・活動の試行
・体制の確立を目指した組織の改善

防潮堤・

松原等

区画整理
中心市街地

災 害
公 営

防災集
団移転

入居

工事

調査
設計
工事

住宅
再建

中
心
市
街
地
順
次
着
工

具体的活動の開始

工事

設 計

国営追悼・祈念施設（仮称）及び周
辺の一部区域の供用開始（予定）

順次着工
（残土仮置き等が終了
したエリア等から）

順次供用

住宅・
商業施設再建

多様な主体による
多彩な利活用

個別テーマ
の設定

モデルテーマを核と
した組織展開の検討

取組んでみたいこと、
取組みしやすいことを検討

防潮堤
・水門
工事

高田
松原

防災林

造成

岩手国体

市街地や
主な道路などが概成

松林
保育

東京オリンピック・パラリンピック

発災10年

ラグビーワールドカップ
・組織体制（参加メンバー）
・事務局（コアメンバー）
・事業内容や規模（予算） 等

マツ林



始動期：H27～28 試行期：H29～30 確立期：H31～32 本格的組織の始動“準備会”の設立“協働WG”の発展

(仮称)
準備会

コーディネーター候補
（将来的に組織運営の

中核を担うことが
期待される組織・人材）

国

市

行政
【公園管理者】

県

市外団体含む

試行的
実行組織

段階的に参加
組織数を拡大、
個々の活動を
活発化

【主たる事務局】
岩手県

試行的
実行組織

試行的
実行組織

指定管理団体

基本的な維持管理

管理運営活動

(仮称)
円卓会議

コーディネーター

サポート企業

協賛金・人的支援

公園の基本的な維持管理を
担う団体（NPO、民間企業等）

円卓会議を
運営する
中心人物

指定管理委託

国

市

行政
【公園管理者】

県

管理運営
参加主体管理運営
参加主体管理運営
参加主体管理運営
参加主体管理運営
参加主体管理運営
参加主体

○現在の協働WGを中心に活動を展開させた
「(仮称)協働体制検討WG」を設置。

○参加者公募により個別具体の検討を行う
「個別テーマワークショップ」の企画立案や、
将来的な公園管理体制の構築に向けた検
討等を行う。

○供用時の組織化に向け、具体的に公園の
管理運営に参加することが期待できる「実
験的組織」と「関係行政機関」が参加した
「準備会」組織に発展。

○将来的に組織運営の中心を担う人材につ
いても、この段階から発掘、参加を促す。

○供用後の公園の整備、管理、運営に関す
るさまざまな事項を協議・決定する場として
として「(仮称)円卓会議」を設立。

○公園の維持管理や運営に直接的に参加・
関与する行政機関、団体・市民等で構成。

○公園の基本的維持管理を担う指定管理団
体も参加

【主たる事務局】 岩手県

(仮称)
協働体制
検討WG

(仮称)親委員会

(仮称)
設計WG

企画立案・開催 管理運営・協働面
の検討成果

○協働WGメンバー有志
○学識者
○管理運営に興味を持つ主体

（語り部等含む）
○関係行政機関(国・市）

情報共有

個別テーマワークショップ

○個別テーマ（例：スポーツ、植栽、市街地
との連携、歴史文化 等）について、空間
や活動、管理運営の面から意見交換。

○参加者は公募（管理運営への参加が期
待される主体には直接声かけ）。

基本設計
(案)

空間に関
する意見

３．基本計画(案)の概要

③ 管理運営体制の段階的な組織化のイメージ
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(4) 管理・運営方針


